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・日本語教室の参加者を増やすため、
周知方法を検討する。
・生活情報誌の配布方法について検
討する。

茅野市多文化共生・国際交流推進計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1

多文化共生の
まちづくり（生
活応援体制の
確立）

おおむね順調

・日本語教室は、日本語を学ぶ
場としての機能だけでなく、悩み
を気軽に相談できる場所として利
用されている。
・日本語教室開催後には日常生
活相談を開催し、時間をかけて相
談に応じている。
・５か国語及びやさしい日本語に
よる生活情報誌の内容を見直
し、目標どおり発行した。

・日本語教室の参加者を増や
すため、検討が必要である。
・日本語教室の開催日時を変
更することは難しい。参加者が
多くなりすぎても、現体制では
対応できない。

進捗
評価 おおむね順調 説明

外国籍市民に対する支援については、多文化共生推進員や民間団体と連携し、毎週日本語教室
や日常生活相談を開催するなど、他市町村の状況と比べ支援体制は整っている。また、姉妹都
市との交流事業においてもNPO法人と連携し、派遣と受入れにあたり研修会や打合せを十分に
行い事業を進めている。

今後の重点化
施策番号 2

関連市民団体等名称

ＮＰＯ法人茅野国際クラブ

開催回数

参加延べ人数

説明
姉妹都市との交流事業も２７回目となった。派遣・受入れを行った生徒も成人し各地で活躍してい
る。今後の交流事業を発展させるため、派遣・受入れ者を集め、小中学生等に対し、現在の様子
や活躍を伝える場を設けるなど、新たな取組を進める。

・ロングモント市・茅野市ホー
ムステイ交流事業について、
来訪団の滞在期間は10日間
であり、行事を増やすことは困
難である。来訪団の希望にも
配慮しながら、計画する必要
がある。
・中学校台湾交流事業におい
ては、今後の方向性を検討す
る必要がある。

・事業の実施において、充実した交流
ができるよう研修内容を検討する。
・多くの方が関係するため、関係者の
中で定期的に情報共有し、安全に事
業を実施する。

3
多文化共生・
国際交流推進
団体への支援

おおむね順調

・多文化共生推進員と連携し、外
国籍市民やその関係者を対象に
生活情報講座を開催した。
・多文化共生推進員やＮＰＯ法人
茅野国際クラブに対し、多文化共
生や国際交流に関する国県の支
援策や助成金について情報提供
した。

・生活情報講座の開催にあた
り、内容や周知方法の検討が
必要である。

・生活情報講座の開催にあたり、内容
や周知方法について検討する。

関連市民団体等名称

多文化共生推進員

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

相談業務を中心に日本語教室も継続し外国籍市民
を支援していく。ガイドブックは公平性の観点から
将来的にはやさしい日本語のみの発行でよいので
はないか。自立した生活をするために外国籍市民
自ら努力が必要である。

市と民間団体が連携し順調に進んでいる。茅野市
のホームページなどで団体の活動を紹介してほし
い。また、国県等が実施している補助金等の情報
について、積極的に情報提供をお願いしたい。

多文化共生推進員や民間団体と連携し、相談業務や
日本語教室を開催する。ガイドブックの発行について
は関係者と協議しながら行う。多くの関係者に利用い
ただけるよう外国籍市民に関する支援について周知
する。

事業を委託しており、団体のホームページ等で活動
状況が公開されている。関連性があるため、市の
ホームページと団体のホームページをリンクさせ、事
業の周知につなげる。また随時情報提供を行う。

4

2
国際感覚豊か
な人材の育成

おおむね順調

・ロングモント市・茅野市ホームス
テイ交流事業において、両市の
生徒が多くの時間を共有する中
で、お互いの文化を尊重し、理解
しようとする姿勢が深まった。
・中学校台湾交流事業において、
研修やホームステイ等を通じ、英
語による積極的に交流しようとす
る姿勢が深まった。

5

参加延べ人数

2

12

1

10


